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就職活動応援特集

神鋼環境ソリューション　人事労政部　鈴木　亮介さん
技術を問い、そして挑む　未来を問い、共に挑む

当社のここを知って欲しい人事・採用担当者に聞く 真
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　■環境に向き合う会社
　神鋼環境ソリューションは、水処理関連事業（水処理
・バイオマス・冷却塔）、廃棄物処理関連事業、化学・
食品機械関連事業等を手掛ける環境プラントメーカーで
す。上下水道分野では、上下水関連のプラントで全国に
受注実績があるほか、海外事業も展開し、東南アジア諸
国等における浄水場の建設・運営等で実績を有していま
す。技術開発にも力を入れており、下水汚泥の消化ガス
発電や燃料化技術などを通じ、水処理分野からのカーボ
ンニュートラル実現を目指しています。当社は、環境に
関わる事業領域で広く活動を展開する中で、ＫＯＢＥＬ
ＣＯグループのエンジニアリング事業の一翼として重要
な役割を担っています。
　浄水場や下水処理場、ごみ焼却施設といったプラント
は、重要なインフラであるとともに、地域それぞれの特
性を踏まえた性能が求められます。当社は、各地域の事
情に応じたオーダーメイドのプラントを提供し、これら
インフラを支えることで、社会に貢献しています。

　■対面併用の採用活動へ
　コロナ禍以降、採用活動の方法はＷｅｂ中心となり、
年卒に続き年卒向けの採用活動でも、一部を除
き、ほぼ全ての選考をＷｅｂで行いました。当社の情報や
社員の思いを学生の皆さまにどうすればよく伝わるか、
試行錯誤を続けていますが、神戸に本社を構える当社に
とっては、Ｗｅｂを活用することで関西以外の遠方の学
生の方と画面を通じてお会いしやすくなったことは嬉し
く感じています。
　一方で、社内や社員の雰囲気を感じてほしいという思
いもありますので、コロナ禍の状況に十分留意した上で、
Ｗｅｂばかりでなく対面での採用活動も少しずつ再開し
たいと考えています。例えば今冬の採用活動では、「１
ｄａｙ仕事体験」を対面・Ｗｅｂの両方で開催します。
業界研究に役立つようなイベントですので、お気軽にご
参加いただければと思っています。

　■自分だけの技術を持って
　当社は「踏み込む。挑む。
やり抜く。」を会社のバリュ
ーとして掲げています。バリ
ューの実践とともに一人ひと
りの技術力が向上するよう、
日々の業務からチャレンジを
促し、能動的に動くことを期待しています。若手のうちか
ら会社のコア技術に向き合い、それを自分の技術として
身に付け、自信を持つことで、若手からでも発言や行動が
しやすい風通しの良い職場へつながると考えています。
　新人教育では、年齢の近い先輩社員にマンツーマンで
２年間仕事を教わる「エルダー制度」を設けています。
ここでも「自分から動く」方針は一貫しています。仕事
のやり方を手取り足取り教えることはしません。先輩社
員や上司の手助けを得ながら、業務目標に対してどのよ
うな方法を取るべきか自身で考え、実践してもらいます。
そこから自分で人との関わり方、技術のあり方を学んで
伸びていってほしいと願っています。

　■未来と技術を問いながら
　当社は「今を越える発想で、健やかな環境と暮らしを
次世代へ。」というミッションを掲げ、社会やお客さま
の課題に向き合い、挑み続けています。当社が納入する
プラントは年、年と長期間お客さまのインフラを支
え続けるものが多いことから、最初から未来のことを考
えて設計しなければなりません。気候変動といった環境
問題や、人口減少などの社会問題などにいかに対処して
いくかという未来への問いに対し、技術に真摯に向き合
い挑んでいく。このあり方に共感してくれる人をお待ち
しています。
　採用担当として、学生や新入社員の仕事に求めるもの
や評価軸が変化してきていると感じます。当社としては、
さまざまな技術を持った人に輝いてほしいと思っていま
す。そういった皆さまの声にお応えし、多様なキャリア
パスを用意できるよう、私たちも挑戦していきます。
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